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１．概要（Summary） 

本課題では、電子ビーム描画装置と収束イオンビー

ム加工装置を駆使して YBa2Cu3O7-（YBCO）マイク

ロデバイスを作製し、電気特性を調べることを目的とし

た。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高精度電子ビーム描画装置、収束イオンビーム

（FIB）加工装置 

【実験方法】 

Y(NO3)3・6H2O、Ba(NO3)2、Cu(NO3)2・2.5H2O

を純水に混合し、その後、バイオテンプレートとして

Dextran: (C6H10O5)n を投入した。本溶液を熱処理・

乾燥を行うことで、YBCO マイクロワイヤを得た。得

られた YBCO に対し、微細加工を施し、YBCO 超伝

導体マイクロデバイスを作製した。微細加工には EB

描画装置、及び FIB 加工装置を用いた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

マイクロメートルサイズの YBCO の電気伝導特性

を評価するため、Fig. 1(a)に示す形状の Au/Cr 電極を

作製した。Fig. 1(b)は電極中央部の光学顕微鏡像であ

る。中央部に YBCO を設置することで、直流 4 端子

法による電気伝導特性評価が可能となる。FIB 加工装

置を用いて、YBCO をピックアップ・移動、設置、そ

して、W デポを行った結果、Fig. 1(c)に示すように、

YBCO マイクロデバイスを作製することに成功した。

本デバイスの電流電圧特性を調べた結果、室温におい

てオーミック特性を観測することにも成功した。今後

は低温測定を行うことで臨界電流密度を調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 YBa2Cu3O7-microdevices fabricated by EB 

lithography and FIB process. 
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